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１．はじめに 

 Cu2SnS3(CTS)は、希少金属を使用しない三元の環境調和型太陽電池材料として注目されている。

近年、我々は CTSに Agを添加した(Cu,Ag)2SnS3 (CATS)薄膜太陽電池を作製し、Ag添加によるバ

ンドギャップの拡張、及び Vocの改善を報告した 1)。しかし、実用化には、CATS 薄膜の作製条件

を更に検討し、太陽電池特性を改善させる必要がある。そこで、本研究では、真空蒸着法によっ

て作製したプリカーサへの大気導入時間に着目し、プリカーサ形成後から大気導入までの時間が

CATS薄膜太陽電池の特性へ及ぼす影響について調べたので報告する。 

 

２．実験方法 

 Mo/SLG基板上にCu+Ag、Sn、KFまたはNaFを順に真空蒸着法により、KF/Sn/(Cu+Ag)、

NaF/Sn/(Cu+Ag)の2種類の積層プリカーサを作製した。この時、蒸着材料比を(Cu+Ag):Sn=1.0:0.6、 

KF/(Cu+Ag)=0.03、NaF/(Cu+Ag)=0.075、一定で、大気導入時間(Evacuate time：TE)を0～60min 

まで変化させた。次に、作製したプリカーサとS、Snを真空封入し、電気炉により570℃で30分熱

処理を行いCATS薄膜を作製した。また、作製した薄膜を用いて太陽電池を作製した。 

 

３．結果 

 ラマン分光解析結果から、作製した全てのサン

プルで CATS に対応するピークが観測された。ま

た、作製した CATS 薄膜太陽電池は、KF 添加、

NaF 添加とも TE を増加させることで太陽電池特

性が改善し、NaFプリカーサで TE=10min の時、本

研 究 で 最 も 特 性 が 高 く 、 Voc=253mV 、

Jsc=33.6mA/cm2、FF=0.43、＝3.69%が得られた。

図.1に NaFプリカーサの J-V カーブを示す。その

他の特性は当日報告する。 
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図.1 CATS薄膜太陽電池の J-V特性 
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